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④ 乗員の胸部傷害低減方法に関する検討 
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１．はじめに 

近年、交通事故死者数は減少傾向にあり、平成 年

中では ， 人と、 年前の平成 年中の 人に

比べて ， 人減少した。しかしながら、第 次交通安

全基本計画１）で提示している平成 年中の交通事故死

者数を 人以下とする目標を達成するためには、車

両乗員の安全向上についても、より一層の対策を講じる

必要がある。我々は、これまで胸部傷害低減に着目して

乗員安全性向上の検討を行ってきた２）。今回は前面衝突

時の胸部傷害の低減方法としてシートベルトのフォースリ

ミッタの胸部傷害低減効果に着目し、スレッド試験による

検討を行った。

２．乗員の受傷部位の状況

図１に平成 年と平成 年の自動車乗車中死亡事

故における乗員の損傷主部位を示す３）。自動車乗車中

の死亡者数は、平成 年では 年前に対して 人

減少した。また、乗員の損傷主部位は、頭顔部の割合が

％から ％へと ポイント減少したのに対して、胸部で

は ％から ％へと ポイント増加している。

 
 
 
 
 
 
 

平成 18 年（n= 2,359） 平成 28 年(n= 1,338) 
図１ 自動車乗車中死亡事故における損傷主部位

３．スレッド実験

３．１． 実験条件及び実験方法

乗用車は、事故時の乗員保護のために、シートベルト

やエアバッグを装備している。このうちシートベルトは、主

に運転席や助手席において、衝突の瞬間に弛みを巻き

取りシートベルトの効果をより確実なものとするプリテンシ

ョナーや、乗員の胸部を必要以上に圧迫しないための装

置であるフォースリミッタ等が普及している。

表１に実験条件を示す。まず、同一フォースリミッタ

（ ｋ ）でエアバッグ有無の場合で比較を行い、胸部た

わみに対するエアバッグの寄与度を確認した（

）。次に、フォースリミッタの設定値を 、

及びフォースリミッタなしの場合で胸部たわみの低減効

果を確認した 。

表１ 実験条件
エアバッグ有り エアバッグ無し

ｋ

ｋ －

なし －

：

図 に実験状況と実験に用いたスレッドの加速度及び

速度波形を示す。加速度波形は、ホワイトボディと同型式

車両を用いて実施した衝突速度５ におけるフルラ

ップ前面衝突試験の車体減速度を用いた。スレッド試験

は、実車衝突時の車体減速度でスレッドを加速すること

により、台上で衝突現象を模擬する試験法である。乗員

傷害値計測は、運転席に成人男性ダミーである

を搭載して実施した。

図 2 スレッド加速度及び速度波形

３．２． 試験結果

まず、シートベルトのフォースリミッタが ｋ の場合に

ついて、エアバッグ有りの場合と無しの場合のダミー傷害

値を図３に示す。頭部合成加速度は、エアバッグが有り

の場合と無しの場合とで大きな差が生じた。これに対し

て、胸部たわみは、エアバッグ有りの場合は であ

ったのに対して、エアバッグ無しでは、 とその差

は と頭部ほどの大きな差はなかった。
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頭部合成加速度 胸部たわみ

図３ 同一フォースリミッタ荷重でのエアバッグ有無による

傷害値特性

次に、フォースリミッタ調整による胸部たわみの低減効

果について、シートベルト張力を図４に、傷害値を図５に

示す。ショルダーベルト張力はフォースリミッタ有りの場

合、衝突開始後に増加し、設定値付近でほぼ一定で推

移しているが、フォースリミッタ無しの場合では、ほぼ一

様に張力が増加している。これに対して、ラップベルト張

力は、フォースリミッタの設定によらずほぼ同等であっ

た。

傷害値については、 ではフォースリミッタが

と とでほぼ同等であったのに対して、胸部たわみ

では、フォースリミッタが で 、 で

と約１３％低減した。

 
 
 
 

ラップベルト張力 ショルダーベルト張力

図４ シートベルト張力

頭部合成加速度 胸部たわみ

図５ フォースリミタ荷重による傷害値特性

図６にダミーの上体移動量最大時の挙動を示す。フォ

ースリミッタ無しの場合では、ショルダーシートベルトは胸

部を強く保持するため、ダミーの上体はほとんど前屈して

いない。これに対して、フォースリミッタ有りの場合では、

シートベルトによる胸部保持は、フォースリミッタにより緩

和されるためダミーの上体移動量は増加する傾向にある

ことが分かる。今回の実験では、ダミー頭部のエアバック

の有効範囲からの逸脱や、胸部のハンドル衝突はなかっ

たが、車体減速度が高い軽自動車４）や、大柄のダミーの

場合では上体移動量がより増大し衝突の危険も考えられ

る。

以上より、シートベルトのフォースリミッタを小さくするこ

とは、乗員の胸部たわみ低減対策には有効であるが、上

体移動量の増大を伴うため、車体減速度の低減対策等

もあわせて実施する必要があるといえる。

： なし

図６ 上体移動量最大時のダミー挙動

４．まとめ

今回の実験では、フォースリミッタが胸部たわみの減

少に有効な装置であることが確認でき、さらに、設定値の

調整により胸部たわみをより少なくすることが可能である

ことが分かった。一方で、フォースリミッタの調整だけで

は、乗員の上体移動量が増加しこれまで起こらなかった

ハンドル等の車室内部位との二次衝突の危険性も増加

することが分かった。

近年、自動車乗車中の死亡事故においては、胸部の

受傷割合が増えている。このため、交通事故時の乗員死

傷者数の低減を図るためには、今後ともシートベルトや

エアバッグの性能向上、車体減速度の低減など総合的

な対策が必要であると考える。
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